
讃美歌21 ５２５ ヨハン・クリューガー作曲 ヨハン・フランク作詞

1 主なるイェスはわが喜
び、誉れなり。
久しく王をわれは慕い、

待ち望む。
神の小羊、
わが花婿なる主を喜

ぷ。

2 み翼もて、われを覆い、
守りたもう。
何を恐れん、たとい悪

魔脅すとも。
陰府のちからが われ

に迫るとも
主ともにあり。

EG396: Jesu, meine Freude 

396:1 Jesu, meine Freude, meines Herzens Weide, 
Jesu, meine Zier: ach, wie lang, ach lange ist dem 
Herzen bange und verlangt nach dir! Gottes 
Lamm, mein Bräutigam, außer dir soll mir auf 
Erden nichts sonst Liebers werden.

396:2 Unter deinem Schirmen bin ich vor den 
Stürmen aller Feinde frei. Lass den Satan 
wettern, lass die Welt erzittern, mir steht Jesus 
bei. Ob es jetzt gleich kracht und blitzt, ob gleich 
Sünd und Hölle schrecken, Jesus will mich 
decken.

396:3 Trotz dem alten Drachen, Trotz dem 
Todesrachen, Trotz der Furcht dazu! Tobe, Welt, 
und springe; ich steh hier und singe in gar 
sichrer Ruh. Gottes Macht hält mich in acht, Erd 
und Abgrund muss verstummen, ob sie noch so 
brummen.



エレミア30：17 「パンデミックの中でも感謝する」

「誠に、わたしはあなたの傷を治し、あなたのうち傷を癒す。」

1年半以上にわたる「パンデミック（世界的な感染拡大）」の中で、私たちは、日々生命の危険に
真剣に向き合わざるを得なくなりました。夏季休暇を終えた今、まだワクチンの2回接種の機会
が回ってこられない方もおられます。留学の夢が失われて気落ちしている方々も知っています。
同時に、ワクチン接種で行動制限が緩和されて、以前と同じ世界が戻ってくるかのように期待す
る人たちも増えているようです。しかし、私たちは、このパンデミックのことをまだほんの少ししか
理解してはいません。世界中で、経済途上国のワクチン不足は、極めて深刻で、日本といえども、
大量のワクチンを海外から買い続けられるとは限りません。格差の拡大は由々しき問題になって
いるのです。皆さんには、安易に楽観主義的な考えをもったり、多くの方々の苦しみや悲しみを
忘れてほしくありません。

命の危機にさらされ続けている私たちは、日々の不安でストレスが蓄積すると健康を損ねるだけ
でなく、日々の行動や人生の展望も変容を余儀なくされてしまいます。

コロナ危機の世界で起きることは多くの予想を超え、不気味です。効果あるワクチンが、早くに
開発されたことは驚きであり、すばらしい成果ですが、感染拡大を減速させるまで普及が進むの
か、その間、どれだけの犠牲が生じるのか予測はできません。



加えて、今回のパンデミックが、人間の経済活動に対する神様の大きな警告であったかもし
れないことを考えてみていただきたいのです。そうすると、皆さんは、神様を恐ろしい存在だ
と感じてしまうかもしれません。しかし、今日の聖書の箇所を繰り返し読んでみてください。
生命も癒しの力も神様から発しているのではありませんか。

現在、先進国では、行動制限の緩和と感染予防対策を両立させる新たな議論が巻き起こっ
ています。しかし、今回のパンデミックは、人類の歴史の中で巨大な分水嶺を超えるような
出来事なのです。以前と同じような経済活動は、もはや神様の造られた地球環境と両立し
ないか可能性があります。毎年、膨大な森林が伐採され、焼失しています。人類は7７億人
に達しましたが、1年間に2億匹以上の動物が死に追いやられているといわれています。動
物たちの中に安全な形で住み着いていた細菌やウイルスが、外の世界に飛び出し、人類
に感染するリスクは一層高まっていると考えるべきです。

ご存じの地球温暖化の動きは、世界各地で災害と異常気象だけではなく、水資源の枯渇、
食料生産の危機が迫っていることを暗示しています。元の世界に戻るということでは、未来
は開かれないのです。そのことを、今こそ深く考えるだけでなく、お互いの命や健康につい
て皆さんが、思いやりと配慮を持って新たな世界を作り直していただきたいのです。



• 今回のパンデミックは、その意味で神様の警告なのかもしれません。皆さん自身
の命と生活を守るためにも、私たちが、経済活動についての根本的な考え方を改
めないといけないと思います。そして、神様は恐ろしい災害や疫病をもたらすと
いうだけではなく、命と癒しの源であることにもっと感謝すべきでしょう。

• 若い世代の方々には、現在のアジアがおかれている深刻な経済危機や格差の実態
と原因を探求していただきたいのです。日本の未来は、アジアの国々と、様々な
考え方の違いを越えて力を合わせられるかどうかにかかっていると思うからです。
経済学は、パンデミックで多くの従来からの常識が覆りました。このチャペルで
も、そのことを師っていただきたいと思っています。経済学が世界をパンデミッ
クから救えるかどうかは、全く新しい視野から私たちが行動を起こしていけるか
どうかにかかっていると思います。このチャペルアワーで毎週、ご一緒に考えて
いこうではありませんか。

• 金曜日のチャペルに集まり、この瞬間を同時に生きている世界中の人々と、その
抱えている課題や困難のことを思いましょう。

• その際、聖書を読んで問いましょう。「なぜ、どうして」。その意味で、聖書
を読むことは、サイエンスと、かわらないのです。あなたにが聖書を読むことで、
豊かな視野と思いが与えられ、生きる勇気が生み出されるように、祈っておりま
す。


	文書名20210923　　2021年秋学期「経済学と聖書」第1回①　
	文書名20210923　　2021年秋学期「経済学と聖書」第1回②予定表付（PDF）　-2
	文書名20210923　　2021年秋学期「経済学と聖書」第1回③　予定表付（PDF）　-3
	文書名20210923　　2021年秋学期「経済学と聖書」第1回④予定表付（PDF）　-4

